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お 知 ら せ

〈同時資料提供先〉島根県政記者会

【Ｅ９】山陰道 多伎・朝山道路の開通により

大田市の地域活動が活発化！！

～開通１年後の整備効果をお知らせします。～

平成３１年３月１７日に開通した多伎・朝山道路の開通１年後の交通状況と開通に伴う整備効

果をとりまとめましたので、お知らせします。

問い合わせ先

※道路の異常を発見したら、道路緊急ダイヤル 緊急通報＃９９１０へ

令和 2年 4月21日

た き あ さ や ま

【主な整備効果】

①地域観光振興の支援・地域産業の活性化

⇒アクセス向上で大田市内への観光周遊を支援！

観光客の増加に伴い、地域特産品の商品開発が活発化！

②安心・安全の確保
⇒並行する仙山峠で発生していた死傷事故が７～８割減少！

事故による通行止めを完全回避！

③救急活動の支援

⇒搬送時間短縮により、60分以内に医療機関へ搬送可能なエリアが拡大！

二次元バーコード

た け え ひとし

き も と ひ であ き
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写真 多伎・朝山道路利用状況

●多伎・朝山道路の開通から１年が経過し、 断面交通量の５～６割が山陰道を利用しています。
●多伎・朝山道路の開通により、隣接する朝山・大田道路と一体となった利用が進んでいます。

山陰道 多伎・朝山道路、朝山・大田道路の交通状況

2020年3月25日撮影

位 置 図

至

浜
田
市

至

松
江
市

日本海

仙山峠

※開通前：H30.10.24(水)、10.28(日) 開通直後：H31.3.26(火)、3.24(日) 開通１ヶ月後：H31.4.23(火)、4.21(日)
開通半年後：R1.10.1(火)、R1.9.29(日) 開通１年後：R2.3.3(火)、 R2.3.8(日) ※いずれも 0:00～24:00

断面①：朝山・大田道路及び国道９号の交通量 断面②：多伎・朝山道路及び国道９号の交通量

断面②

断面①
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石見銀山
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出雲大社

仁摩サンドミュージアム

平成31年
3月17日開通

多伎・朝山道路朝山・大田道路

国立公園
三瓶山

島根
ワイナリー

道の駅
キララ多伎

●多伎・朝山道路等の開通により所要時間が短縮した出雲市と大田市の主要観光施設で、入込客数が増加しています。
●出雲市・大田市を訪れた観光客の立ち寄り施設数も増加しており、周遊観光の促進が図られています。
●周遊観光の促進により、大田市の特産品であるアナゴの商品開発が活発化しています。
●今後、出雲～多伎・大田～仁摩間の山陰道の開通により、更なる観光周遊の促進が期待されます。

山陰道開通後の観光入込客数の変化

地域観光振興の支援

大田市・出雲市間の周遊観光を促進！

石見銀山（龍源寺間歩）
り ゅ う げ ん じ ま ぶい わ み ぎ ん ざ ん

観光入込客数

約９％増加

仁摩サンドミュージアム

観光入込客数

約７％増加

山陰道の整備が進み交通量も分散されて
おり、スムーズに目的地に到達できました。そ
のため、途中の道の駅にも訪れることができ
てよかったです。
（神奈川県/60代/女性）

利用者の声

（R1 観光客アンケート調査結果）

資料：島根県月別主要観光施設等動向（H30.4～H31.1、H31.4～R2.1の観
光入込客数の比較）
※国立公園三瓶山は三瓶自然館の観光入込客数（令和元年11月から休館中の
ため、4～10月までを集計）、出雲市の変化率は、出雲市HP（2019年速報値）より

出雲大社

道の駅キララ多伎

出雲市内の観光入込客数

約７％増加

島根ワイナリー

立ち寄り施設数の変化

※出雲市・大田市を立ち寄った回答者を対象とした集計結果
(H30) n = 73 (R1) n = 50 

立ち寄り施設数が増加

（H30.R1 観光客アンケート調査結果）

石
見
銀
山

出
雲
大
社

約62分

約58分 約４分
短縮

国道９号のみ利用

朝山・大田、多伎・朝山道路を利用

＜移動時間の短縮＞

資料：出雲多伎IC～大田中央三瓶山IC間はR2.3.6旅行速度調査結果より。
その他は、H27全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度より算出。
※くにびき海岸道路はＶ＝50ｋｍ/ｈとして算出。

出雲
多伎IC

大田中央
三瓶山IC

大田
朝山IC

国立公園 三瓶山

観光入込客数

約４％増加※

H30.3開通 朝山・大田道路

H31.3.17開通 多伎・朝山道路

商品開発が
増加

資料：大田市の水産食料品製造業者２社の合計値（R2.1.28山陰経済ｳｲｰｸﾘｰ、ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査結果より作成 ※R.2.3時点

アナゴの商品開発が活発化

山陰道開通によるアクセス性向上により、観光客等の来訪客が増加し、
製品の開発が加速するとともに、道の駅や飲食店のアナゴ消費量が増加
しています。アナゴ漁獲量2年連続全国一位の島根県の約半分は大田市
で水揚げされていますが、認知度が低いため、大田市内でＰＲイベントを
開催しています。山陰道開通により、市外からのお客様が増えており、
ブランド力の向上、販売拡大を支援しています。
資料： 大田商工会議所へのヒアリング調査結果より

＜大田商工会議所の声＞
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■アナゴ製品の商品点数
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家族が長期入院となり多伎・朝山道路を利用して頻繁に見舞いに行く
ようになった。走りやすく安全な道路を利用することで、入院してい
た家族も見舞いの行きかえりの運転を心配することが少なくなった。

安全、安心の確保

「 」を完全回避！

3

●今回開通した区間に並行する国道９号の「仙山峠」は、急カーブや急勾配が連続し、事故による全面通行止めが10年間で19
回発生し、死亡事故も発生していました。

●朝山・大田道路と多伎・朝山道路が開通し、仙山峠を完全回避できるようになり、事故件数が約7～8割減少しました。
●交通の難所、通行止め発生時の迂回を回避できるようになり、安定かつ円滑な移動が実現しました。

利用者の声

■多伎・朝山道路並行区間■朝山・大田道路並行区間

資料：開通前は、交通事故統合データベース（H26-H29)の4月～12月の9カ月間平均値
開通後は、島根県警察本部資料のH31.4～R1.12の9カ月間合計値

朝山・大田道路での死傷事故は無し

約7割減少約8割減少

死傷事故件数の変化

国道９号の線形不良区間

江津市
男性
(40代)多伎・朝山道路での死傷事故は無し

大田市

出雲市

大田中央・
三瓶山IC

大田朝山IC

出雲多伎IC

仙山峠（延長 約6.0km）

至浜田 至松江

仙山峠
急カーブ：５箇所
急勾配：６箇所

仙山峠を
回避でき、安全
な通行が可能に

E9
E9

朝山・大田道路 多伎・朝山道路

凡例

急カーブ(Ｒ＜150m)
急勾配（ⅰ≧5%）

平成31年 3月17日開通

写真

やはり9号線での事故による交通規制に対応しやすくなったことが一
番重要と思います。おかげさまで迂回距離・時間が非常に短縮されま
した。

大田市
男性
(30代)

H26年8月事故状況

資料：R2 住民アンケート調査結果

朝山・大田道路、多伎・朝山道路の
並行区間において、

10年間で全面通行止めとなった回数は19回

営業活動のため２週に１往復は出雲空港を利用しています。国道９号
は迂回路が無いため、通行止めや通行規制により足止めを受け、飛行
機に乗り損なうことがありましたが、今では山陰道の開通により、通
行止めの影響を受けることが無くなり、予定通り空港に到着できるよ
うになりました。とても助かっています。

大田市
の

食料品
製造業

仙山峠は雪の日などはとても怖い思いをして通勤しておりましたし、
カーブが多いので道路が出来て良かったです。

大田市
女性
(50代)

3

H23-R2（1月まで）全面通行止め発生箇所

開通前の迂回路（大田市→出雲市）

大幅な迂回が
必要

平成31年
3月17日開通

多伎・朝山道路朝山・大田道路

※迂回路については大型車が通行可能なルートを選定

朝山・大田道路、
多伎・朝山道路開通前の迂回路

E9 E9

大田市役所

出雲市役所

せんやまとうげ

せ ん や ま と う げ

仙山峠
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出雲市以外の搬送
1,476件，74％

出雲市への搬送

521件，26％

出雲市以外の搬送
1,117件，68％

出雲市への搬送

598件，32％

島根県立中央病院

浜田医療センター

島根大学医学部
附属病院

大田市

江津市

浜田市

雲南市

出雲市

川本町

邑南町

飯南町

広島県

大田市・美郷町では、
第三次救急医療60分カバー人口

が約320人増

北広島町

安芸高田市
三次市

庄原市

●大田市から出雲市の第３次救急医療機関への搬送時間が約８分短縮しました。
●搬送時間の短縮により、出雲市の第３次救急医療機関への搬送件数が増加しており、９割以上が山陰道を利用しています。
●第３次救急医療機関へ60分で到達できるエリアが拡大しており、多伎・朝山道路が救急活動を支援しています。

救急活動の支援

「命の道」として救急活動を支援！

N

資料：浜田医療センターHP

浜田医療センター

開通済の高速道路

事業中の高速道路

第３次救急医療機関

現況の60分圏

凡 例

開通後に拡大した60分圏

計画中の高速道路

島根大学医学部付属病院

資料：島根大学医学部附属病院HP

島根県立中央病院

資料：島根県立中央病院HP

島根県内の第３次救急医療機関への到達60分圏域

4

大田市から出雲市の第３次救急医療機関への搬送時間

多伎・朝山道路利
用

９０％、
（２７０件）

島
根
県
立
中
央
病
院

約４５分

約３７分 約８分短縮

【整備前】 朝山・大田、多伎・朝山道路未開通

【整備後】朝山・大田、多伎・朝山道路開通

大
田
市
立
病
院

例）大田市立病院から島根県立中央病院の搬送時間

（大田市消防本部ヒアリング結果より ）

＜消防の声＞

救急活動は時間との闘いです。１秒でも早い到着、処置、そして高次医療機関への搬送が求められ
るため、多伎・朝山道路の開通による時間短縮は本当に貴重です。
多伎・朝山道路開通前の高次医療機関への搬送は、国道９号のみであり、急カーブが連続する仙山
峠が傷病者へ大きな苦痛を与えていました。また、交通事故や豪雨災害により幾度となく全面通行止
めになることがありましたが、今では山陰道の開通によりダブルネットワークとなり、傷病者を安心して搬送
できるようになりました。
更なる救命のため「命の道」が早期に全線開通することを希望します。

資料：実績に基づく平均転院搬送時間

大田市から出雲市への救急搬送状況

H30年 77件、
6ポイント増加

開通した山陰道を利用

96％

国道９号を利用
4％

H31年（R1年）

大田市立
病院

資料：大田市立病院HP

大田市立病院

平成31年
3月17日開通

多伎・朝山道路朝山・大田道路

美郷町

375

朝山・大田道路

至

江
津
市

至

松
江
市

9 9

山陰道

直轄国道

主要地方道

一般県道

横揺れ発生箇所

大田中央・
三瓶山IC

出雲多伎IC

大田朝山IC

資料：ETC2.0データ(2019.10)

国道９号では
横揺れが多い

山陰道は横揺れが少なく、
安全で快適な走行が可能

E9

※横揺れ：安静搬送に影響を与えるとされる0.15G以上
※ランプ部は除く

安全な走行が可能となる山陰道

９割以上が開通した
山陰道を利用
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38.6%

14.8%

20.5%

15.3%

27.8%

33.0%

26.1%

34.1%

35.2%

38.6%

42.0%

1.7%

0.0%

1.1%

1.1%

1.1%

0.6%

1.1%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

遠方への観光やショッピングに行きやすくなった

日ごろの買い物（食料品・日用品） や外食が便利になった

通行規制の際の迂回路ができて安心感が増した

急病等の救急時に早く病院に行けるため、安心感が増した

遠方に住む親族が帰省しやすくなった

訪問先で長く滞在できるようにな った

芸術・音楽鑑賞、スポーツ観戦に出掛ける機会が増えた

同居していない家族や、友人知人と会う機会が増え た

病院へ行きやすくなり、通院の回数が増えた

見舞いや介護に行く機会が増え た

そう思う そう思わない わからない 無回答

●大田市民の９割以上が利用経験があり、そのうち約４割が週１回以上「多伎・朝山道路」を利用しています。
●遠方でのショッピングや日頃の買い物等が便利になり、沿線地域の生活の利便性が向上しています。
●迂回路ができたことで、日常的な移動の安心感や、急病等の救急時の安心感が向上しています。

地域生活環境の向上

地域住民も山陰道開通による効果を実感！

約４割が
日常的に利用

① 利用状況

N=71

N=47

N=58

〈居住地別の利用有無〉 〈大田市民の利用頻度〉

② 開通による影響

〈多伎・朝山道路の開通で実感している効果〉

生活の利便性が
向上

N=176

5資料：R2.1～2月 住民アンケート調査結果

江津から出雲方面まで1本しかなかった道
が2本になったと思うと利用量が分散され
て走りやすくなったのが一番大きいです。

江津市
女性
(30代)

9号線の多伎から朝山の区間は信号が少な
いせいか、スピードを出す車が多く、運
転に不安を感じることがあった。多伎・
朝山道路は運転しやすく、飛ばす車が
あってもゆずり車線などでやり過ごす事
ができるため、運転への不安が減った。

出雲市
女性
(30代)

９号線はカーブや坂が多く運転しずら
かったし、スピードの遅い車も多くいた
がこの道路ができてからはスムーズに感
じる。

江津市
女性
(20代)

9号線は道幅が狭く、アップダウンやカー
ブが多いので、長時間の運転がキツく感
じてました。目的地までの時間短縮があ
りがたいです。

江津市
男性
(40代)

安
心
感
の
向
上

住民の声住民アンケート結果

資料： R2.1～2月住民アンケート調査結果
※居住地が、大田市・出雲市・江津市の住民を対象に集計

安心感が向上

N=69
※無回答を除く

生
活
利
便
性
の
向
上 朝の9号線の交通量が減ったため、通勤が

スムーズに出来るようになった。

出雲市
男性
(20代)

買物で江津から出雲へ行くのに、時間短
縮になり便利になった。

江津市
男性
(60代)

道路が広くなり友達に、会いに行くのが、
楽になった。

大田市
男性
(40代)

９割以上が
利用している

(多伎町・湖陵町周辺)


